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今年度も幼児教育センターから、ことばや子育てに関する情報をご紹介していきます。 

               「ことばの教室」 

   幼児教育センター「ことばの教室」では、うまく発音がしにくかったり、困り感があった 

 りする子どもに対して、発音の練習を行っています。担当するのは言語聴覚士です。 

まずは電話で来室の予約をお願いします。初回は「ことばの教室」で担当者がお子さんの発

音や様子を見せていただき、保護者からもお話を伺います。そのあと家庭での練習方法や、

来室の頻度などを相談させていただきます。 

  宝塚市在住の就学前のお子さんが対象で、末成小学校内の教室で行っています。時間など

の詳細は、幼児教育センター「ことばの教室」のホームページをご覧ください。 

  ５月版で詳しくご紹介しますが、「音によって正しい発音が身につく時期」は異なります。 

もちろん個人差もありますが、３歳で「さかな」を「たたな」「ちゃあな」と発音しても、 

無理に「さ」や「か」を発音させようとしないでくださいね。主な理由は、サ行は５歳代、 

カ行は４歳代で身につく音であること、覚え間違えている可能性があること、年齢的にまだ

自分の音を聞き取る力はついていないため、言い間違いに気付いていないことなどが考えら

れます。 

 今年も「ことばの教室」から、ことばに関する情報をご紹介します。 

     幼児教育センター「ことばの教室」 ０７９７－７７－２２３０（直通） 

  ＊教室に担当者が不在の場合は幼児教育センターに転送されます。切らずにお待ちください。 

             

  
子どもに育てたいと言われる『非認知能力』 

である社会的情動の「心情」「意欲」「態度」。 

そして、自尊感情も大事だと理解している人は 

多いでしょう。(2024 年の知恵袋参照) 

子どもが自身の能力を発揮するために大人の 

心も試されたりします。発した言葉が素敵だと 

発した本人も気持ち良いものです。 

聞かせたい、聞きたい言葉は何でしょう？ 

子どもがたくさんの葉を茂らせられるよう大人 

も元気に子どもと向き合えますように。 
                         

                              

 

  

      ～大人のことば～ 

 

言の葉（言葉）について発達・保育・育児な
ど様々な視点から考えていこうと思います。 

子どもが育つ魔法の言葉などと言われたりし
ますよね。頭では理解できてもそれが出来れば
苦労しないと思うものです。血の繋がりは大き
く、親子で気持ちもシンクロしていく事が多い
ため、うまくいかない時は親子ともども疲れた
経験がありませんか？ 

しかし、心の安定感・親子の距離感を得るた
めに、大きくなるほど言葉も確かに大事です。 
 
 今年の冬季オリンピックは、目覚ましい躍進
の日本でしたね。自分は出来ると信じ、出来た
と思ったのに金メダルがとれなかった選手の悔
し涙に『頑張った、次がある！』とエールを送
る半面、棄権選手などへの誹謗中傷もありまし
た。言葉は自分の心の写しです。貧しいのか、
豊かなのか、相手を自分に置き換えて考えられ
ずに言葉を発する人は悲しいですね。 
 


